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脳卒中診療において今後目指すべき回復期診療の検討及び回復期や維持期・生活期におけ

る診療体制の充実に資する臨床指標を確立させるための研究（24FA1019） 

〜研究 2 回復期，維持期 (生活期) 医療機関，地域包括ケアに関わる管理栄養士・栄養士

への実態調査～ 

〜 
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 研究要旨 全国で用いられている脳卒中地域連携パスについて現状把握のためのアン

ケート調査を実施し，さらに各都道府県の代表的な地域連携パスについて，含まれている

内容を分析した結果，パスの作成や利用に関わる職種では，医師，看護師，リハビリテー

ション専門職の頻度は高かったが薬剤師，管理栄養士の頻度が少なかった．そこで回復

期，維持期 (生活期) 医療機関，地域包括ケアのなかで施設や訪問サービスでの脳卒中

患者のケアに従事する管理栄養士・栄養士に対し，脳卒中地域連携で重視する指標，不足
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している情報，現状の課題についての調査を，日本栄養士会の協力の下実施した．摂取 

(必要，提供) 栄養量，食事形態，体重 (変動) は管理栄養士・栄養士が重視している指

標であり，実際に指導している項目でもあるが，地域連携の中で情報が不足している場合

も少なくないことが示された．また，管理栄養士・栄養士は医師，看護師，言語聴覚士を

はじめとした多職種の診療情報を参考にすることが少なくなく，多職種で情報を共有す

るシステム構築が重要である． 

 

Ａ．研究目的 

連携における疾患管理プログラムのツー

ルとして「脳卒中地域連携パス」が活用され

てきたが，統一した重要項目の設定がなさ

れておらず，回復期医療機関以外の維持期 

(生活期) 医療機関，地域包括ケアシステム，

かかりつけ医への継続が不十分であった．

また，パスの作成や利用に関わる職種では，

医師，看護師，リハビリテーション専門職の

頻度は高かったが薬剤師，管理栄養士の頻

度が少なかった．そこで回復期，維持期 (生

活期) 医療機関，地域包括ケアのなかで施

設や訪問サービスでの脳卒中患者のケアに

従事する管理栄養士・栄養士に対し，脳卒中

地域連携で重視する指標，不足している情

報，現状の課題についての調査を，日本栄養

士会の協力の下実施した．  

本研究の目的は，地域で活躍する管理栄

養士・栄養士の視点から，脳卒中患者の疾患

管理プログラムに盛り込むべき項目を明ら

かにすることである．  

 

Ｂ．研究方法 

 日本栄養士会の協力の下，全国の回復期，

維持期 (生活期) 医療機関，施設，訪問サ

ービスなどで脳卒中患者のケアに従事する

管理栄養士・栄養士に対し，別紙資料 3 の

アンケート調査を実施した．主として 

・現在の連携で得られる情報 

・地域連携パスへの関り 

・現在の連携で不足している情報 

・重視している指標 

・フレイル/寝たきり防止のための対策 

・専門的視点からみた現在の地域連携の課

題 

である． 

 

Ｃ．研究結果 

 別紙資料 4参照． 

  現在調査は継続中であるが，中間集計時

点で 120名の管理栄養士・栄養士 (回復期

医療機関 68名，維持期 (生活期) 医療機関

26名，施設・訪問サービス 18名,クリニッ

ク 8名) から回答を得た． 

 脳卒中地域連携パスの利用は 13%であっ

た．前の施設から得られている情報では，ア

レルギー・禁止食品 (51.7%)，食事形態 

(51.7%)，身長・体重 (46.7%)，提供栄養量 

(41.7%)，必要栄養量 (25.8%)，摂取栄養量 

(24.2%),介護保険・福祉サービス関連 

(20.8%)，体重変動 (13.3%)，日常生活自立

度 (13.3%) の順に多く，脂質異常対策，耐

糖能異常対策，フレイル対策，目標血圧・

LDL・TG・HbA1c 値，口腔ケアは少なかった．

また不足している情報として，摂取栄養量 

(34.2%)，体重変動 (28.3%)，身長・体重 

(23.3%)，食事形態 (21.7%)，補助食品 

(18.3%)，提供栄養量 (17.5%)，必要栄養量 
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(14.2%) の順に多く，脂質異常対策，耐糖

能異常対策，フレイル対策，目標血圧・LDL・

TG・HbA1c値，口腔ケアは少なかった． 

重視して指導している項目としては，食

事形態  (47.5%)，目標総カロリー量 

(44.2%)，目標総塩分量 (45.0%) が多かっ

た．栄養指導の効果として重視している指

標では，体重 (55.8%)，BMI (50.0%)，食事

摂取量 (48.3%)，HbA1c (42.5%)，食事形態 

(41.7%)，アルブミン値 (29.2%)．LDLコレ

ステロール値 (25.0%)，総コレステロール

値 (18.3%)，日常生活機能評価 (16.7%) の

順に多かった． 

フレイル対策で実施している対策として

は，栄養指導 (45.0%)，運動指導 (21.7%)，

口腔ケア (15.8%) であった．参考にする多

職種の情報提供書は，管理栄養士 (54.2%) 

以外にも，看護師 (51.7%)，医師 (46.7%)，

言語聴覚士 (37.5%)，理学療法士 (26.7%)，

作業療法士 (21.7%)，医療ソーシャルワー

カー (20.0%)，薬剤師 (15.0%) であった． 

管理栄養士・栄養士から申し送る項目で

は，食事形態 (51.7%)，目標総カロリー量 

(47.5%)，目標塩分量 (28.3%)，アルブミン

値 (14.2%)，耐糖能異常対策 (23.3%)，フ

レイル対策  (12.5%)，脂質異常対策 

(12.5%) の順に多く，目標血圧・LDL・TG，

HbA1c値やフレイル対策は少なかった．  

 

Ｄ．考察 

 管理栄養士・栄養士からみた脳卒中地域

連携で得られている情報，不足している情

報，指導している項目，重視している指標な

どの傾向が明らかになった． 

 摂取 (必要，提供) 栄養量，食事形態，

体重 (変動) は管理栄養士・栄養士が重視

している指標であり，実際に指導している

項目でもあるが，地域連携の中で情報が不

足している場合も少なくない．また，アルブ

ミン値や HbA1c 値は指標として重視される

可能性があるが，必ずしも医療連携で繋が

れていないことも示唆された．管理栄養士・

栄養士は医師，看護師，言語聴覚士をはじめ

とした多職種の診療情報を参考にするが，

それらの職種が高頻度に関わっている脳卒

中地域連携パスへの関与が極めて少なかっ

た． 

 

Ｅ．結論 

各職種が地域連携の指標として重視する

項目，多職種で共有すべき項目を明らかに

し，集約された疾患管理プログラムの構築

が必要である． 

 

Ｆ．研究発表 
1.  論文発表 
 なし 
 
 2.  学会発表 
 なし 
 
Ｇ．知的所有権の取得状況 
 1. 特許取得 
 なし 
 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 
 3.その他 
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